
　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
事
で
す
が
、
高
知
龍
馬

マ
ラ
ソ
ン
で
初
の
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
に
挑
戦
中
で
す
（
汗
）。

今
年
は
紙
面
づ
く
り
で
も
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
皆

さ
ん
に
必
要
と
さ
れ
る
広
報

「
な
ん
こ
く
」
を
目
指
し
ま

す
。
取
材
の
折
に
は
、
ご
協

力
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

面　積　 125.35㎢
人　口　 48,907人（－ 33）
　男　　 23,225人（－ 30）
　女　　 25,682人（－　3）
世帯数　 21,639世帯（＋　1）

　内　外国人数　215人（＋　4）
　　　　男　　　103人（＋　2）
　　　　女　　　112人（＋　2）
　登 録 国 籍 数　　 32カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成24年11月30日現在》
出生数　  33人〔 男  14人・女  19人 〕 　《11月分》

有権者数《平成24年12月３日現在》
　　　　　　　　　39,719人〔男  18,424人 ・ 女  21,295人〕

高知自動車道
南国I.C.

入 130,362台
出 132,493台

高知龍馬空港
出発   56,271人
到着   56,979人

《11月分》

交流人口 市 　の 　統　計

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。
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今
年
10
月
高
知
大
学
医
学

部
に
来
ま
し
た
。
２
０
０
８

年
に
交
換
留
学
生
と
し
て
１

年
間
こ
こ
に
来
ま
し
た
が
、

今
度
は
国
費
留
学
生
と
し
て
、

博
士
課
程
終
了
ま
で
の
５
年

間
、
医
学
科
生
理
学
講
座
で

研
究
を
積
み
ま
す
。

　

中
国
リ
ャ
オ
ニ
ン（
遼
寧
）

省
の
シ
ェ
ン
ヤ
ン
（
瀋
陽
）

薬
科
大
学
を
２
０
０
９
年
に

卒
業
し
、
漢
方
薬
剤
師
の
免

許
を
取
り
ま
し
た
。
来
日
直

前
ま
で
中
国
の
製
薬
会
社
で

生
薬
の
研
究
を
し
て
い
た
の

で
、
日
本
の
製
薬
会
社
を
た

く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
で
の
専
門
は
「
匂
い

の
研
究
」
で
す
。
匂
い
を
嗅

い
だ
と
き
、「
こ
れ
は
母
の

匂
い
だ
」
と
分
か
る
の
は
、

そ
の
匂
い
と
、
記
憶
し
て
い

る
母
の
匂
い
と
の
間
に
感
知

す
る
仕
組
み
が
あ
る
と
い
う
、

脳
神
経
細
胞
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
研
究
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
50
匹
以
上

の
ネ
ズ
ミ
を
飼
っ
て
い
ま
す
。

元
気
な
子
ど
も
の
ネ
ズ
ミ
の

脳
に
色
ん
な
匂
い
を
入
れ
、

記
憶
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
残

っ
た
り
す
る
原
因
を
調
べ
る

た
め
の
デ
ー
タ
を
集
め
て
い

る
の
で
す
。
加
齢
と
と
も
に

悪
く
な
る
人
間
の
匂
い
の
記

憶
を
、
薬
で
回
復
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

も
？

　

卒
業
後
は
東
京
大
学
や
京

都
大
学
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

な
ど
で
研
究
を
続
け
る
の
が

夢
で
す
。

　

自
炊
を
し
て
い
ま
す
が
、

母
の
参
鶏
湯（
高
麗
ニ
ン
ジ
ン

と
自
然
の
餌
で

育
て
た
鶏
の
ス

ー
プ
）
が
と
て

も
懐
か
し
い
で

す
。

）））匂いと記憶の関係 ）））

トン　ジャ　さん
（中国）

高知大学医学部留学生

206

中国

シェンヤン

　弥生時代に行われた祭りの道具には、銅鐸（ど
うたく）や銅矛、銅剣、銅戈（どうか）、銅鏡な
どの青銅器があります。高知県では、銅矛が最も
多く54本、銅鐸は10個が見つかっています。銅鐸
は主に物部川から東の地域に、銅矛は主に西の地
域に分布しています。田村遺跡群では、銅鐸と銅
矛の両方が見つかっており、北九州の銅矛文化圏
と近畿の銅鐸文化圏が混じりあう境界となってい
ます。
　元々、銅鐸は音を鳴らす物、銅矛は武器として
使われていた道具でしたが、次第に実用性を失っ
て大型化し、見たり飾ったりするだけの祭器とな
りました。本県で見つかっている銅矛は全て実用
性を失った幅の広いものです。　　　　　 　 →

　昭和49年１月、十市地区の遅倉遺跡から、山芋
掘りの最中に１本の銅矛が見つかりました。翌年
に発掘調査が行われ、埋納坑に埋められていたこ
とが確認されました。中広形銅矛Ⅱ型とされるも
ので、弥生時代中期のものです。長さ83㎝、もっ
とも広い部分の幅は6.8㎝です。この銅矛は、小
さな谷川と低湿地の少し上側で発見されました。
他の遺跡でも銅矛
は水と関係する場
所で発見されてい
ることから、水霊
信仰に関係するの
ではないかと考え
られています。

※お問い合わせは、生涯学習課文化財係（☎８８０－６５６９）まで

「
遅お

そ
く
ら倉
出し

ゅ
つ
ど土
の
銅ど

う

矛ほ
こ

」　　
　
　
　

　
　

―

祭
器
と
し
て
の
青
銅
器―

第３回

県立歴史民俗資料館保管

なんこく歴史散歩

「こんにちは赤ちゃん」は今月休載します。


